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　二ツ井町字飛根の夏。７月24日に富根愛宕神社例大祭が行われました。この例大祭で悪魔払いの役を担う
のは、羽立地区の民俗芸能「羽立大神楽」です。
　今回の特集では、羽立大神楽の魅力を伝えるとともに、伝統を受け継ぐ若者たちや保存会の皆さんについて
ご紹介します。
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羽
立
大
神
楽
の
歴
史

　
確
か
な
文
献
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

昔
、
一
人
の
至
芸
に
達
し
た
芸
人
が
羽
立

地
区
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
芸
人
の
人
柄
や
芸

に
魅
せ
ら
れ
た
地
区
の
人
た
ち
が
、
芸
人

か
ら
芸
を
教
え
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
58
年
２
月
12
日
に
、
秋
田
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
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し
た
。
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子
舞
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せ
る
こ
と
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切
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す
。
獅
子
を
大
き
く
見
せ
る
た

め
に
、
幕
を
大
き
く
動
か
す
こ
と
で
、
力

強
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
演
目
が
多
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あ
る
こ
と
も
特
徴
で
、

獅
子
舞
だ
け
で
祓
い
の
舞
や
本
舞
、
天
の
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ど
○
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、
獅
子
舞
の
ほ
か
に
、

三
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、
お
か
め
舞
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ど
が
あ
り
ま
す
。
か

つ
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は
も
っ
と
多
く
の
種
類
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
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。
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た
、
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13
日
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盆
に
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墓
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で
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に
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た
あ
と
、
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域
の
中
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で
行
う
こ
と
が
で
き
る
全
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の
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目
を
披
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し
ま
す
。

　
こ
の
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か
、
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も
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。
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